かだい・してい図書のしょうかい（３・４年生）
本を読んで、おもしろかったところを作文や絵にかいてみよう！
かだい図書（読書感想文）
	『青いあいつがやってきた！？』
とつぜんぼくの前にあらわれた、全身青いへんなヤツ。今日一日ぼくといっしょにすごす、だって！？

	『ねこと王さま』
身のまわりのことができない王さまが、町でくらすことになって・・・？のんびりした王さまと王さま思いのねこの物語。


	『ポリぶくろ、１まい、すてた』
２０年前のアフリカで、ポリぶくろのリサイクルをはじめた女性の伝記絵本です。

	『くらべてわかる地球のこと』
北極と南極、どちらが寒い？どんな動物がいるの？くらべると、ちがうところがいっぱい。



してい図書（読書感想画）
	『きょだいなガチャガチャ』
ゴロンゴロンと山の上からころがってきたきょだいなボール。そこにあったのは、きょだいなガチャガチャとおにのれつ！

	『とんでいったふうせんは』
ぼくは、おじいちゃんの思い出のふうせんの話をきくのが大好きだった。でもある日、ふうせんがおじいちゃんの手を離れても・・・。


	『100年ハチミツのあべこべ魔法』
ジャレットの魔法の庭に、たびのようほうか、メリッサがやってきます。ハーブのかおりのハチミツをつくりたいといいますが・・・。

	『ヤマネコとウミネコ』
父さんにつれられ、はじめて海へ行ったヤマネコの兄妹ヤンとネネ。ウミネコと友だちになって・・・。


	『やんばるの少年』
沖縄県やんばるの森には、ここにしかいない鳥や虫などがたくさんいます。そんなある日、オスプレイのヘリパッド建設が始まって・・・。

	『妖精のカレーパン』
小麦は退院してきたおじいちゃんのために毎日パンを焼いて届ける。




